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昨年春、前経済学研究科長・学部長の海老塚　明先生はじめ経済学部教
員から、学部創立60周年を記念する継続的な事業としてキャリア形成ゼミ
の開講について強い要望があり、金児前学長らの積極的な後押しもあっ
て、今春、 1クラス定員12名以内で 2クラスの開講が実現しました。
このゼミの狙いは、企業等で経験をつんだ社会人（本学卒業生）を講師

とするもので、少人数の双方向型授業を通して学生の「実践的で複眼的な
構想力」を養成するところにあります。経友会に対して講師派遣の要請が
なされたのですが、すでに経友会講座の開設で毎年講師確保に力を傾注

４月に開講経済学部

「キャリア形成ゼミ」― 指導教官　中川　満 准教授
大阪企業家ミュージアムでの研究発表

元漆卸商社経営者　経友会常任幹事講師　山田　博利 氏
（昭和30年　経済学部卒）

このゼミでは、就職のためでもビジネス書のようなスキルを教示するものではな
く、物事をいろんな角度から考え、自由な発想をし、多様な考え方を身に付けられ
るようにとの思いで臨みました。
私は長年、漆器を取り扱ってきましたので国内の漆器の産地と歴史などを紹介し

て、伝統工芸の基盤としての江戸時代を経済史の視点から講義しました。ゼミではその中から研究テーマを見つけ
て、グループで研究した結果を発表してもらいました。このゼミでは自分の考えたことを筋道立てて組み立てる作
業をしましたが、こうした訓練が若い人たちには大切なことだと思います。また 2， 3回生が年齢を越えて自分た
ちの考えをまとめる作業はいい経験になったものと思います。

元呉羽紡績㈱（合併後、東洋紡㈱）　経友会常任幹事講師　高木　健次 氏
（昭和30年　経済学部卒）

よりよい社会人になるために複眼的な物の見方を養うことが大事です。物事は側
面を変えて見ることによって多様な意味合いを持っていることを身近な例を挙げて
お話しました。大事なことはリテラシー（読み書き能力）です。思考は文章の積み
重ねで、自分の考えを文章に構成する能力は若い時期に鍛錬せねばなりません。こ

のような能力を養い、社会人としての基礎的な素養、知識を身につけるための経済学の書物をいくつか、原書も交
えて紹介しました。
私が持参した本を持ち帰って読んでいるゼミ生が数人いて、また時機を見て彼らと意見交換することになってい
ます。このように意欲的にこのゼミに取り組んでいる学生がいることを嬉しく思っています。

していることから、さらに新しいゼミの開設に十分な協力ができるかどう
か、心配のあったところでした。幸いにしてゼミ講師に応じてくださる卒
業生諸氏のご協力のお蔭で実現することができ、 7月末にキャリア形成ゼ
ミは無事修了しました。講師を務められました諸氏には準備や指導でいろ
いろとご苦労があったことと推察いたしますが、その甲斐あって学生たち
にはいい勉強になったとものと思います。本号では、指導に当たられた講
師の取り組みや、ゼミ担当の先生方の感想を紹介します。
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大阪商工会議所　国際部次長講師　丸山　新二 氏
（昭和59年　商学部卒）

企業家ミュージアムでゼミを行いました。はじめに大商の役割と在阪中小企業に
ついて製造業を中心に海外進出の事例も交えてその現況と特色等について、またグ
ローバル化する世界経済の中での日本企業の地位、新興市場における競争力の低下
等について講義をしました。

その後、「今後の中小企業、特に在阪中小企業はどのような戦略で事業を展開すべきか」というテーマで 4つの
グループに分けて研究させました。ゼミ生には課題解決を考察する際に、予めいくつかの視点を示唆しておきまし
た。物事にはいろんな視点と考えがあることを学び、多様な発想を身に付けることが肝要であると考えています。
またゼミ生には、日本企業はどんな業界においてもその発展は、貿易・海外進出に懸かっていることを認識して
ほしいと思っています。

大阪商工会議所　人材開発部人材育成担当
大阪企業家ミュージアム課長

講師　大西　奈緒美 氏
（昭和61年　文学部卒）

大阪企業ミュージアムにお越しいただいて、はじめに大阪の企業家についてお話
しました。学生さんたちは、大阪出身の企業家については余り知らなかったようで
す。
研究テーマとして、具体的に「企業家ミュージアムをどのように改善したらよい

か」、「大学生の利用を促進するためにはどのようにすべきか」という題を提示しておいたところ、いろいろの現実
的な解決策を発表されました。学生たちはゼミでの勉強と先生の指導もあってのことと思いますが、プレゼンテー
ションもよく整理され、スマートなものとなっていて感心しました。
私はさらに機会があれば、学生たちが大商や企業化ミュージアムの果たす役割や存在についてどのように受けと
めているのか、感想を聞きたいと思っています。

中川　満　准教授

今日の学生の中には、新聞を読まないという者もおり、実社会との接触も希薄に
なっていて、接触しようとする自発的努力にも欠けるところがあります。自ら努力
して実社会とのギャップを埋めることが大切です。
今回、応募した学生は勉強意欲が旺盛で、社会人講師と積極的に話し合うことが

でき、モチベーションは高まったと思います。発表は意欲的で、活発な良い雰囲気で進めることができたのは嬉し
い。
理論から企業の実情に即した解決策を見出す勉強は容易なことではありませんが、学生たちを的確に指導してい
ただいた卒業生講師のお力に敬意を表し感謝する次第です。今後ともこのゼミが関係者の期待に十分応えるため
に、今回の成果を検証することが大事だと思っています。

「キャリア形成ゼミ」― 指導教官　坂上　茂樹 教授

元松下電器産業㈱　元大阪市立大学理事
相愛大学勤務

講師　土井　純三 氏
（昭和44年　経済学部卒）

私はこのゼミを取り組むにあたって、学生たちには今の時期に情報収集力と分析
力を養うこと、そして視野を広げて自分なりの考えを構築し、自己形成を図ること
が大変重要であると考えて臨みました。
ゼミでは、英国松下のテレビ・電子レンジ工場で 6年半勤務した経験やベルリン

の壁崩壊時の現地の状況もお話しした上で、今日のグローバル化した産業経済の実情を踏まえ、日本の電器産業の
今後の成長について、内需拡大や医療・環境事業、さらにはBRICsやアフリカの新興国での展開などに関していく
つかの課題テーマを与えました。ゼミ生はそれぞれテーマを分かちあって積極的な姿勢でよく取り組んだと思いま
す。レポート発表会での指導や、論文の審査では社会人を基準においてかなり厳しく評価した積りです。
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元泉州銀行人事課長
現池田泉州ホールディングス　人事企画部上席調査役

講師　青野　栄一 氏
（平成4年　経済学部卒）

はじめに中小企業が抱える経営課題について、銀行が人材の派遣や取引先・販路
の紹介、資金繰りその他経営全般にわたって支援している具体的状況を説明し、中
小企業の生成と銀行の関係をゼミ生に理解させました。
そのあとで、発展成長した実在の企業を探させてその発展過程を調査させ、その社

の経営課題の解決方法はどうであったかを 2組に分かれて発表する方法を取りました。その中で、調査した事柄をど
う解釈し、どう筋道を立て理論を構成するかに重点を置きました。解決策に正解はないこと、視点を変えればまた
違った解決策が見えてくること、また「企業は生き物」であるので、環境・情況の変化を読み、適切な解決策を見出す
ことが大事であることを教示しました。学生には多元的なアプローチ・思考力を身につけてほしいと思っています。

坂上　茂樹 教授

今回ゼミに応募してきた学生は、レベルの高いまじめな学生たちで「敢えてしん
どい科目に挑戦したかった」というだけのことはあって、熱心によく取り組んでい
ました。講師の先生がたも問題解決への提案などでヒントを示されるなど、経験の
乏しい学生たちをうまくリードされ、良い成果を挙げることができたと思います。

学生たちには実社会で活躍する先輩諸氏から問題指摘や批評をいただくなど貴重な体験を得たゼミとなりまし
た。なお理想的なことを言えば、後期も引き続いて開講し、前期の実践的研究がどれ位学生の構想力を向上させた
か、学生たちはどのように成長したかを検証したいと思っています。

〔ゼミ〕Ⅰ　担当：中川　満　准教授
　　　　　 講師：山田　博利氏（昭30年経卒）
　　　　　　　　 高木　健次氏（昭30年経卒）
　　　　　　　　 丸山　新二氏（昭59年商卒）
　　　　　　　　 大西奈緒美氏（昭61年文卒）

キャリア形成ゼミ日程〔前期第１部開講〕
〔ゼミ〕Ⅱ　担当：坂上　茂樹　教授
　　　　　 講師：土井　純三氏（昭44年経卒）
　　　　　　　　 青野　栄一氏（平 4年経卒）

目 標
企業の視点、社会の視点を学び、プ
ロの視点から課題探求、調査、分析
を行う実践的で複眼的な構想力の養
成を目指す。

受 講 学 生 2回生と 3回生（選択科目）
1クラス12名

指 導 者 社会人 4名、専任教員 1名
単 位 数 2単位
開講日と時間帯 火曜日、 3・ 4限

演 習 計 画

第 1回 ガイダンス 90分

第 2回 山田、高木講師による
解説と問題提起 180分

第 3回 ゼミ生による報告の準備
 90分

第 4回 ゼミ生による報告と
講師による講評 180分

第 5回 丸山、大西講師による
解説と問題提起 180分

第 6回 ゼミ生による報告の準備
 90分

第 7回 ゼミ生による報告と
講師の講評 180分

第 8回 最終レポートのテーマ説明
 90分

最終回 最終レポートの報告と
提出、講評 180分

目 標
企業の視点、社会の視点を学び、プ
ロの視点から課題探求、調査、分析
を行う実践的で複眼的な構想力の養
成を目指す。

受 講 学 生 2回生と 3回生（選択科目）
1クラス 6名

指 導 者 社会人 2名、専任教員 1名
単 位 数 2単位
開講日と時間帯 金曜日、 3・ 4限

演 習 計 画

第 1回 ガイダンス 90分

第 2回 青野講師による講義と
課題設定 180分

第 3回 ゼミ生による報告の準備
 90分

第 4回 ゼミ生によるプレゼンテー
ションと講師の講評 180分

第 5回 土井講師による講義と
課題設定 180分

第 6回 ゼミ生による報告の準備
 90分

第 7回 ゼミ生によるプレゼンテー
ションと講師の講評 180分

第 8回 最終レポートのテーマ説明
 90分

最終回 最終レポートの報告、
提出と講評 180分
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第14回　経友会総会報告
さる 6月19日（土）午前11時、脇村　孝平　経済学研究科長兼経済学部長のご臨席を得て第14回経友会総会を学術情報総合
センター 1階文化交流室で開催しました。総会は平成13年までは 7月に開催していましたが、その翌年の第 1回ホームカミ
ングディ開催以来、これに合わせて11月 3 日開催としてきました。しかし、昨年の第13回総会において、総会開催の時期を
年度の早い時期にしたほうがよいとの意見があり、今年度は試行的に有恒会総会開催日に合わせてこの日に開くこととしま
した。なお、次年度以降の開催日については、今回の試行を常任幹事会で検討して決めることにしました。
この総会では以下の通り、平成21年度事業報告ならびに同会計決算報告、新規のキャリア形成ゼミの開設と第 6期経友会

講座の開設を含む平成22年度事業画案ならびに同会計予算案が付され、いずれも原案のとおり承認されました。
参会者は会議終了後、昼食弁当をとり、午後から10階大会議室での有恒会総会と記念講演会、懇親パーティに合流しまし

た。記念講演会では講師に招かれた㈱WOWOW前会長、現相談役の佐久間曻二氏（S29年経卒、31年経営学研究科修了）は、
「二人の師に学び・生きる」と題して、松下幸之助氏の ｢六つの心｣、西野浩三氏の呼吸法と人の ｢気｣・企業の「理念」に
ついて自身の体験談を含めてお話をされました。

（1）平成21年度　経友会一般会計決算書 （平成21年 6 月 1 日～平成22年 5 月31日）
収入の部 （円）

科　　　　　　目 H21年度予算額 決　算　額 差　　　額 前年度決算額

科　　　　　　目 H21年度予算額 決　算　額 差　　　額 前年度決算額
通 信 費 724,000 461,403 262,597 587,082
印 刷 費 371,000 499,730 △128,730 357,580
消 耗 品 費 20,000 13,423 6,577 10,039
人 件 費 350,000 270,000 80,000 306,000
会 議 費 20,000 13,280 6,720 29,959
協 賛 ・ 助 成 費 280,000 50,000 230,000 271,829
講 師 等 謝 礼 金 0 0 0 0
雑 費 10,000 3,150 6,850 7,560
懇 親 会 費 160,000 0 160,000 116,100
予 備 費 20,000 0 20,000 15,000
小 計 1,955,000 1,310,986 644,014 1,701,149
特 別 会 計 繰 出 金 605,000 512,427 92,573 529,454
支 出 の 部　 小 計 2,560,000 1,823,413 736,587 2,230,603
単 年 度 収 支 差 額 △455,000 △421,502 33,498
次 期 繰 越 金 5,626,396 5,659,894 △33,498 6,081,396
支 出 の 部　 合 計 8,186,396 7,483,307 703,089 8,311,999

支出の部 （円）

• 5月23日　第25回常任幹事会　経済学部創立60周年記念シンポジウム計画承認。役員改選案を承認。
　　　　　　平成21年度一般会計予算、経友会特別会計予算、60周年記念事業特別会計予算を承認。
• 8月19日　第26回常任幹事会　60周年記念シンポ進行次第決定。記念パネル写真展開催計画承認。
• 9月17日　経友会ニュース第17号発行。
•10月 1 日　第 5期計経友会講座始まる（翌年 1月まで計13回の講座開催）。
•10月11日　「ヴィアーレ大阪」で経済学部創立60周年記念シンポジウム開催。
•11月 3 日　第13回経友会総会開催。平成20年度各会計決算・平成21年度各会計予算を承認。
　　 〃 　　第27回常任幹事会開催、キャリア形成ゼミ実施計画について担当教授から説明を受ける。
•11月21日　記念事業委員会開催。記録集編集委員会委員を選任。
•12月18日　経済学会会場に60周年記念写真パネル展展示。
• 3月24日　経済学部卒業式に高田会長出席、祝辞を述べる。卒業記念パーティに祝い金贈呈。
• 4月22日　60周年記念シンポジウム記録集発行。
• 4月30日　経友会ニュース第18号発行（経済学部創立60周年記念特集号）。
• 5月13日　未入会卒業生（S40～49年卒）に経友会ニュースを同封して入会案内を発送。

○平成21年度　事業報告（概略）
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（2）平成21年度　経友会講座特別会計支出決算書 （円）
予　算　科　目 支　出　額 内　　　　　　　　　　　　　　　　訳

通 信 費
10,000

0

0

消 耗 品 費
12,000

7,160 講座担当委員名刺作成、ビデオテープ代

7,160

交 通 費 ・ 出 張 費
118,000

43,100 講師 1　旅費・宿泊費
21,180 講師 2　旅費
28,860 講師 3　旅費・宿泊費
11,880 講座担当委員　交通費
105,020

講 師 等 謝 礼 費
260,000

260,000 講師謝礼@20,000円×13人

260,000

講 師 等 食 事 費
195,000

136,500 講師と担当教授・担当委員　夕食会
　　　　　　　 〃

136,500

雑 費
10,000

3,747 佐々木教授退官記念品

3,747
一般会計から繰り出し

合　計　605,000 512,427 予算残額　60,5000－512,427＝92,573円は一般会計へ戻入れ

（3）経済学部創立60周年記念シンポジウム特別会計決算書
収入の部 （円）

費　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　額
記 念 事 業 募 金 3,500,000 3,119,200 △380,800
経 済 学 部 分 担 金 0 289,022 289,022
参 加 者 負 担 金 0 335,000 335,000
雑 収 入（寄 付) 0 155,560 155,560
貯 金 利 子 0 228 228
収 　 入 　 合 　 計 3,500,000 3,899,010 399,010

支出の部 （円）
費　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　額

通 信 費 790,000 848,440 △58,440
印 刷 費 1,760,000 1,369,910 390,090
講 師 謝 礼 費 170,000 110,000 60,000
旅  費 ･ 宿  泊  費 173,000 181,600 △8,600
会 場 使 用 料 300,000 0 300,000
消 耗 品 費 67,000 78,092 △11,092
ア ル バ イ ト 賃 金 110,000 35,000 75,000
会 議 費 30,000 5,500 24,500
記 念 パ ー テ ィ 費 0 328,975 △328,975
予 備 費 100,000 77,350 22,650
支 出 合 計 3,500,000 3,034,867 465,133
収支残額　3,899,010－3,034,867＝864,143

（注）1．印刷費および会場使用料については本表記載の外に一部経済学部持分として経済学部会計から直接支出された。
　　 2．また収支残額は22年度の一般会計に繰り入れることとして承認された。

1 ．組織と財政基盤の強化
　前年度に引き続き、未入会卒業生に対し、経友会ニュースを送付して入会の呼びかけを行う。（今年度は昭和50年
代の卒業者、対象者数　900余名。）

2．第 6期　経友会講座の開設
　平成22年10月～平成23年 1 月（後期13講座）

3．キャリア形成ゼミへの講師派遣
　平成22年 4 月開設　経友会から講師 2名を派遣。

4．現役学生の就職活動支援　「就職本音トーク」開催
　経友会講師に参加を求めて就職活動を行っている学生を招き、懇談会を開いて就職進路の参考指針を与える。（開
催時期については経済学部と協議して決定）

○平成22年度　事業計画案（概略）
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（1）平成22年度一般会計予算案
収入の部 （円）

費　　　　目 H22年度予算額 前年度予算額 増　減　額 前年度決算額

支出の部 （円）
費　　　　目 H22年度予算額 前年度予算額 増　減　額 前年度決算額

5 ．経友会賞の授賞
 6 月中に候補者の推薦について経済学部に照会し、受賞にふさわしい候補者があれば、選考委員会に諮問する。

6．経友会ニュースの発行
　年 2回発行（ 9月、 2月）。新規会員の増と未入会者への入会案内数を見て 9月号は3,000部、 2月号は会員増の状
況を見て発行部数を決める。

7．経友会ホームページの立ち上げ
　経済学部教員の協力を求め、経友会でホームページの設置について検討する。

8．経済学教員との懇談会の開催
　開催時期については経済学部と協議して決定する。

（2）経友会講座特別会計予算案
費　　　目 支　出　額 内　　　　　　　　　　　　　　　　訳

通 信 費
10,000

7,000
3,000

講師に資料送付代　@500×13通
事務連絡通信費

10,000

消 耗 品 費
12,000

2,000
10,000

講座担当委員名刺作成代@1,300
写真材料費ほか

12,000

交 通 費 ・ 出 張 費
189,000

164,000

25,000

講師　旅費　29,000円＋宿泊費 15,000円　 3名
 〃 　旅費　14,000円＋宿泊費 15,000円　 1名
 〃 　旅費　 3,000円
講座担当委員　交通費（ 3名）

189,000
講 師 等 謝 礼 費

260,000
260,000 講師謝礼@20,000円×13人
260,000

講 師 等 食 事 費
182,000

182,000 講座終了後、講師・担当教授・担当委員夕食代
@14,000×13回分

182,000
雑 費

10,000
10,000
10,000

合 計 663,000
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今春の就職状況は？経済学部
　平成22年卒業生
就職難を指す「就職氷河期」という言葉がマスコミに登場して、｢新語・流行語大賞｣の特選造語賞となったのは、94年（平

成 6年）でした。－ウィキペディアより－
2010年（平成22年） 8月の文科省学校基本調査【速報】によると、 4年生大卒業者の就職率の推移は、91年（平成 3年）
の81.3％をピークに以後急落して03年（平成15年）には過去最低の55.1％となった後、上昇に転じて08年（平成20年）には
69.9％となった。しかしその後は急激な円高とEU諸国の金融不安など悪環境のもとで今年は対前年比で過去最大の下げ幅
となり、再び就職氷河期に直面した今春卒業の学生たちの就職事情は極めて厳しい状況に置かれた。
【速報】によると、今年 3月の学部卒業者数は54万 1 千人（対前年 1万 8千人減）で、就職者総数は32万 9 千人。就職率

は60.8％（対前年7.6ポイント低下）となった。また、一時的な仕事に就いた者は 1万 9千人（対前年 6千人増）で、進学
も就職もしていない者は 8万 7千人（対前年 1万 9千人増）となっていて全卒業者の16.1％（対前年4.0ポイント増）とい
う状況である。
翻ってわが大阪市立大学経済学部の平成20，21，22年の就職状況を見ると下表の通りである。08年（平成20年）春卒業生

の就職率は81.7％、09年（平成21年）は65.6％、10年（平成22年）は66.1％となっている。今年の就職率は全国平均と比べ
ると5.3ポイント上回っているのだが、よく頑張っているというべきか、はたまた、どう評価すべきか。 3月の卒業時点で
まだ落ち着き先が決まっていなかった卒業生が多く存在していたことは間違いなく、まだ就活で頑張っている卒業生には、
なんとか早く就職先が見つかるようにと祈るのみである。

平成21年度経済学部卒業生　就職先企業・事業所一覧
企業分類 就　　職　　先 人数

建 設 関電プラント㈱ 1
中央電設㈱ 1

食 品 味覚糖㈱ 1
繊 維 グンゼ㈱ 1

化 学

アステラス製薬㈱ 1
大塚製薬㈱ 1
カネボウ㈱ 1
新日鐵化学㈱ 1
スターライト工業㈱ 1

金 属 中嶋産業㈱ 1
日本精錬㈱ 1

汎 用 機 械 ダイキン工業㈱ 1
日立造船㈱ 1

電 子 部 品 ㈱日立製作所 1

電 気 機 械

イリソ電子工業㈱ 1
ダイアモンド工業㈱ 1
富士通テン㈱ 1
三菱電機㈱ 1

輸送用機械

トヨタ自動車㈱ 1
㈱豊田自動織機 1
本田技研工業㈱ 1
三菱重工業㈱ 1
ユタカ技研㈱ 1

その他製造 トッパンフォームズ㈱ 1
電気・ガス 関西電力㈱ 1

情 報 通 信

㈱ケイ・オプティコム 1
ソフトバンクIDC㈱ 1
DIRシステムテクノロジー㈱ 1
ディディシーソフトウェアー㈱ 1
西日本電信電話㈱ 2
日本放送協会㈱ 2

運 輸

近畿日本鉄道㈱ 2
大王海運㈱ 1
奈良交通㈱ 1
日立物流㈱ 1
三菱倉庫㈱ 1

企業分類 就　　職　　先 人数

卸 売

岩谷産業㈱ 1
㈱ウェ・ルコ 1
エレコム㈱ 1
オービック㈱ 1
島津サイエンス西日本㈱ 1
住金物産㈱ 1
中央電力㈱ 1
東和工業㈱ 1
豊田通商㈱ 1
三井物産㈱ 1
三菱商事㈱ 1

小 売 ㈱青木松風庵 1
㈱西松屋チェーン 1

金 融

㈱大垣共立銀行 1
大阪東信用金庫 2
㈱関西アーバン銀行 2
㈱紀陽銀行 1
㈱京都銀行 1
㈱近畿大阪銀行 2
㈱滋賀銀行 1
㈱十六銀行 1
住友信託銀行㈱ 1
㈱泉州銀行 5
㈱南都銀行 2
㈱福井銀行 1
㈱三井住友銀行 2
㈱三菱東京UFJ銀行 4
㈱みなと銀行 1
㈱山口銀行 1
㈱ゆうちょ銀行 1
㈱りそな銀行 2
㈱野村證券 1
みずほインベスターズ証券㈱ 1
みずほ証券㈱ 1
㈱みずほファイナンシャルGR 1

保 険 あいおい損害保険㈱ 1

企業分類 就　　職　　先 人数

保険（続き）

住友生命保 1
日本生命 1
三井住友海上火災 2
明治安田生命 2

その他金融
大阪府中小企業信用保証協会 1
Jフロントリティリング㈱ 1
兵庫県信用農業協同組合連合会 1

サ ー ビ ス

あずさ監査法人 1
あらた監査法人 1
カルチュア・コンビニエンスクラブ㈱ 1
財団法人　今日庵 1
セコム㈱ 1
㈱船井総合研究所 1

教 育 国立学校法人　奈良教育大学 1
企 業 等 計 104

国家公務員
大阪国税局 3
大阪税関 1
近畿労働局 1

国 公 計 5

地方公務員

茨木市 2
大阪市 1
京都府 2
神戸市 2
島本町 1
高石市 1
東京都 1
富田林市 1
名古屋市 1
寝屋川市 1
橋本市 1
御代田町 1
和歌山県 1

地 公 計 16
総 合 計 125

経済学部卒業生の就職状況
卒業年 卒業者数 企業・事業所 公務員 その他 合　計 就職率

（　　）内は女子。内数
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受講者の数において学内No.1の人気を得ている経友会講座は、昨年度は受講者900人を超えました。このことは期末試験
時に試験会場となる教室と監督する教職員の確保が困難となる事態を生起したため、今年度から対象受講者を 2， 3回生と
2部の学生、社会人聴講生に絞り、400人程度に規模を抑えて本年10月、下記の講師を迎えて第 6期の講座を開講しました。

産業経済論特殊講義 1（経友会講座）
担当　経済学部　福原　宏幸 教授

実 施 期 間　平成22年10月 7 日（木）～平成23年 1 月20日（木）
講 義 時 間　午後 4時20分~午後 5時50分
会　　　場　田中記念館　大会議場（履修状況によっては教室変更あり）
【講義内容】　 今年で 6回目を迎える本学部の公開企画講座。本年度も講師に経済学部の卒業生だけではなく、商、法、文各

学部の卒業生もお招きして、幅広い産業界の実体験を後輩に伝えていただきます。製造業はもとより、海運、
金融、観光、さらには弁護士、公認会計士など多様な分野からの講義です。

（敬称略）
日　程 内　容（テーマ） 担　　　当　　　者

10月 7 日 私の参謀体験としての経営戦略・経営企画の実践例 甘田　外成（経S40）
元東洋製罐㈱専務取締役　経営企画本部長

14日 デジタルカメラ産業 竹内　淳一郎（経院H9）
元ミノルタ　日本大学経済科学研究所共同研究員

21日 リーマンショック以後の経済構造の変化と中小企業
（製造業）の対応

山下　秀夫（経S40）
㈱山下化学工業所　代表取締役社長

28日 トヨタ自動車における物流 吉本　真人（商S58）
トヨタ自動車㈱　物流企画部　企画総括室長　担当部長

11月 4 日 銀行業界の変遷と地方銀行の今後について 奥野　浩（商S51）
㈱京都銀行　常務執行役員　営業統轄部長

11日 食品業界における商品企画・マーケティングの実際 緒方　正和（経H13）
江崎グリコ㈱　マーケティング部　菓子グループ

18日 FPの現状と今後 河津　敏彦（商S51）
㈱サンライズコンサルティング　代表取締役

25日 ベンチャーキャピタル業界の現状と課題 藤井　常雄（経S48）
安田企業投資㈱　代表取締役社長

12月 2 日 日本の資産バブル崩壊と米国の住宅価額下落による
大不況等を巡って

建部　好治（経S28）
㈱建部会計不動産事務所　代表取締役

9日 船会社からみる日本と世界
　─ 商船三井の歩みとともに ─

三澤　豊（法S52）
関西汽船㈱　執行役員　営業副本部長

12月16日 会計プロフェッションとは 小川　泰彦（商S53）
公認会計士小川泰彦事務所　代表　公認会計士

1月13日 日ロ観光事情
中子　富喜子（文H2）
㈱トラベルジャパン　代表取締役
大阪市立大学大学院創造都市研究科博士課程在学中

20日 弁護士の仕事 山口　健一（法S49）
山口健一法律事務所　弁護士

HOME COMING DAYのご案内
恒例となりましたホームカミングディ（HCD）は今年で第 9回となり、大阪市立大学創立130周年記念と銘打って、同封
のチラシのプログラムが組まれています。
経友会は昨年の学部創立60周年記念シンポジウム会場で展示したパネル写真展「経済学部60年の歩み」を広く全学的に閲

覧に供したいと考え、学術情報総合センターの 1階ロビーで展示することにしました。昨年見逃された諸兄、諸姉にはぜひ
ご覧いただきたいと思っています。午前10時から展示しています。
また、同センター 1階文化交流室では写真部OB会が旧三商大写真展を催し、その中で本学の懐かしい写真の展示を企画

されています。これも見逃せないところです。

本年はHCD実行委員会主催で、「西澤　良記　新学長を囲む懇親パーティ」が開催されることになり、会場では学部ごと
に「島」が作られることから、経友会諸氏にはこれに合流していただきたいと考え、経友会単独の懇親会開催は見送ること
としました。
全学懇親パーティは講演会終了後、 3時から 4時30分まで。参加申し込みは、当日のオープニング受付でできます。経友

会からもぜひ多くの方々のご参加を期待しています。 　（経友会事務局長　出原　康雄）

新学長を囲む全学懇親パーティにご参加を

第６期　経友会講座を開講


